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３．５．４　設計図面の作成
　鉄筋の加工形状およびその寸法算定に当たっては、設計マニュアル（案）における「Ⅴ　翼壁、２．
２　配筋仕様の標準化（Ｐ24）」の規定に従う。以下に通常の施工形態における場合の計算方法を示す。

　（１）鉄筋の加工形状
　Ｕ形タイプの翼壁の鉄筋については、翼壁外周にコの字型筋を、また各部材の内側には直筋をそ
れぞれ配置し、たて壁の鉄筋の断面変化は行わない。
　図－３．32に、たて壁および底版の面内に係わる鉄筋の加工形状を示す。なお、たて壁内側筋（Ｗ
2）の長さが、定尺鉄筋長（3.5～12.0ｍ）より短いため１本物を使用する。

 　　　
（２）鉄筋の加工寸法

・翼壁外周鉄筋の全長は、定尺鉄筋の基本ピッチである0.5ｍ単位とする。これに伴なう加工寸法
　等の調整は、天端筋により行う。
・底版とたて壁の隅角部における鉄筋中心の曲げ半径は、鉄筋直径の10.5倍の値を10㎜単位に切
　り上げる。
・重ね継手長は、表－３．14に示す値以上とする。

　
○Ｗ1鉄筋（翼壁外周鉄筋）
　［条件：翼壁全高Ｈ0＝2500、全幅Ｂ0＝3800、鉄筋径φ1＝16、Ｒ1＝170、
　　　ｄ1＝120、ｄ2＝150、ｄ3＝100］
　函渠外周鉄筋の全長Ｌは次のようになる。定尺鉄筋は、基本ピッチである0.5ｍ単位に切り捨て
る。天端の不足部分については天端筋で調整するものとする。
　　　Ｌ＝２Ｈ0＋Ｂ0－２ｄ1－２ｄ2－２ｄ３－２Ｒ1（２－π／２）

＝2×2500＋3800－2×120－2×150－2×100－2×170×（2－π／2）
＝7914　→　Ｌ’＝7500㎜（定尺鉄筋となる0.5ｍ単位に切り捨てた）

・たて壁部Ｌ1は以下のとおりである。
　　　Ｌ1＝Ｈ0－ｄ2－ｄ3－Ｒ1－（Ｌ－Ｌ’）／２

＝2500－150－100－170－（7914－7500）／２
＝1873　→　1850（50㎜単位に切り捨てた）

・たて壁と底版の隅角部Ｌ2は以下のとおりである。
　　　Ｌ2＝π・Ｒ1／２＝3.14×170（＝10.5φ1）／２＝267
・底版部Ｌ3は以下のとおりである。
　　　Ｌ3＝Ｂ0－２（Ｒ1＋ｄ1）

＝3800－2×（170＋120）＝3220㎜
・Ｌ4は以下のとおりである。
　　　Ｌ4＝Ｌ－（Ｌ1＋２Ｌ2＋Ｌ3）

＝7500－（1850＋2×267＋3220）＝1896㎜



○Ｗ2鉄筋（たて壁）
　　　Ｌ1＝Ｈ0－ｄ2－ｄ3＝2500－150－100＝2250㎜

○Ｗ3鉄筋（たて壁天端筋）
　［条件：翼壁全高Ｈ0＝2500、たて壁厚ｔ＝400、鉄筋径φ1＝13、ｄ1＝120、ｄ3＝100］（図－３．

32　参照）

　天端筋は、図－３．35のＡタイプとし、たて壁主鉄筋（背面側）と20φ以上ラップさせることと
し、翼壁前面側は195㎜（15φ）で折り曲げる。
・Ｌ1はたて壁前面・背面側における主鉄筋中心間の離れになる。
　　　Ｌ1＝ｔ－２ｄ1＝400－2×120＝160㎜
・Ｌ2はＷ1鉄筋と20φ以上のラップ長を確保する。
　　　Ｌ2＝Ｌ（Ｗ2鉄筋）－Ｒ1－Ｌ1（Ｗ1鉄筋）＋20φ（天端部）

＝2250－170－1850＋20×13＝490㎜
・鉄筋の全長（Ｌ）は上記Ｌ1、Ｌ2を加える。
　　　Ｌ＝Ｌ1＋Ｌ2＋195＝160＋490＋195＝845　→　850㎜

○Ｆ1鉄筋（底版）
　　　Ｌ＝Ｂ0－２ｄ1＝3800－2×120＝3560㎜

以上の結果を整理した翼壁の鉄筋の加工寸法を表－３．34に示す。

表－３．34　鉄筋の加工寸法（翼壁）



３．６　樋門の配筋図
　　　樋門の設計・施工合理化策に係わる配筋図の例を示す。










